
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】脱がずとも左右の胸部を別々に且つ迅速に露出

させることができ、しかも、露出するために捲り上げた

身頃を係止させることができ、円滑にマンモグラフィ検

査ができるようにした検診用ケープの提供。

【解決手段】布状シート１の上辺左右両端部に、互いに

着脱可能に係合する首周りの係止部６１、６２が設けら

れ、この首周りの係止部６１、６２同士を係止して着用

される。裾下の係止部６３、６４が、下辺左端部と、下

辺右端部とのそれぞれに設けられる。この裾下の係止部

６３、６４に対応して、着用時左肩に位置する左上部係

止部６５と、右肩に位置する右上部係止部６６と、背中

に位置する背上部係止部６７との３カ所の係止部が設け

られる。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 用 者 の 首 の 周 り に 回 さ れ る 上 辺 と 、 着 用 者 の 胴 の 周 り に 回 さ れ る 下 辺 と 、 上 辺 の 左 端 と
下 辺 の 左 端 と を 結 ぶ 左 辺 と 、 上 辺 の 右 端 と 下 辺 の 右 端 と を 結 ぶ 右 辺 と に よ っ て 規 定 さ れ る
布 状 シ ー ト を 備 え 、
互 い に 着 脱 可 能 に 係 合 す る 首 周 り の 係 止 部 が 上 辺 左 右 両 端 部 に 設 け ら れ 、 こ の 首 周 り の 係
止 部 同 士 を 係 止 す る こ と に よ っ て 、 着 用 者 の 首 周 り に 上 辺 が 回 さ れ た 状 態 で 着 用 さ れ る も
の で あ り 、
裾 下 の 係 止 部 が 、 下 辺 左 端 部 と 、 下 辺 右 端 部 と の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ 、
こ の 裾 下 の 係 止 部 に 係 合 す る 上 部 の 係 止 部 が 布 状 シ ー ト の 上 半 分 に 設 け ら れ 、 左 辺 と 右 辺
の 捲 り 上 げ た 裾 を 係 止 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 検 診 用 ケ ー プ 。
【 請 求 項 ２ 】
上 部 の 係 止 部 が 、 着 用 時 左 肩 に 位 置 す る 左 上 部 係 止 部 と 、 右 肩 に 位 置 す る 右 上 部 係 止 部 と
、 背 中 に 位 置 す る 背 上 部 係 止 部 と の 少 な く と も ３ カ 所 の 係 止 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 検 診 用 ケ ー プ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 考 案 は 診 察 や 健 康 診 断 な ど の 検 診 の 際 、 特 に 、 マ ン モ グ ラ フ ィ を 受 診 す る 被 験 者 が
着 用 す る の に 最 適 な 検 診 用 ケ ー プ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 検 診 の 際 に は 、 着 た り 脱 い だ り す る の が 簡 単 な 検 診 衣 が 開 発 さ れ て い る 。 ま
た 、 特 許 文 献 １ の よ う な 部 分 的 に 露 出 す る こ と が で き る 検 査 衣 の 提 案 も な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ７ ９ ８ １ ５ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が ， マ ン モ グ ラ フ ィ 検 査 に あ っ て は 、 女 性 の 胸 部 を 検 査 装 置 で 挟 み 付 け て 撮 影 を
行 な う た め 、 上 半 身 の 衣 服 を ま っ た く 着 用 せ ず に 検 査 を 受 け て い る の が 実 情 で あ る た め 、
検 診 に 抵 抗 感 を 覚 え る こ と も あ っ た 。 ま た 、 特 許 文 献 1に あ っ て は 、 左 右 の 胸 部 を 別 々 に
露 出 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 構 造 が 複 雑 で あ り 、 ,露 出 に 手 間 が か か る と 共 に 、 露 出 さ
せ る た め に 捲 り 上 げ た 布 の 処 理 に 関 し て 何 ら の 改 良 も な さ れ て お ら ず 、 マ ン モ グ ラ フ ィ 検
査 中 に 布 が ず り 落 ち た り し て 検 査 を 良 好 に 行 か な い お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 考 案 は 、 脱 が ず と も 左 右 の 胸 部 を 別 々 に 且 つ 迅 速 に 露 出 さ せ る こ と が で き 、 し か も
、 露 出 す る た め に 捲 り 上 げ た 身 頃 を 係 止 さ せ る こ と が で き 、 円 滑 に マ ン モ グ ラ フ ィ 検 査 が
で き る よ う に し た 検 診 用 ケ ー プ の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 の 請 求 項 １ に 係 る 考 案 は 、 着 用 者 の 首 の 周 り に 回 さ れ る 上 辺 と 、 着 用 者 の 胴 の 周 り
に 回 さ れ る 下 辺 と 、 上 辺 の 左 端 と 下 辺 の 左 端 と を 結 ぶ 左 辺 と 、 上 辺 の 右 端 と 下 辺 の 右 端 と
を 結 ぶ 右 辺 と に よ っ て 規 定 さ れ る 布 状 シ ー ト を 備 え 、 互 い に 着 脱 可 能 に 係 合 す る 首 周 り の
係 止 部 が 上 辺 左 右 両 端 部 に 設 け ら れ 、 こ の 首 周 り の 係 止 部 同 士 を 係 止 す る こ と に よ っ て 、
着 用 者 の 首 周 り に 上 辺 が 回 さ れ た 状 態 で 着 用 さ れ る も の で あ り 、 裾 下 の 係 止 部 が 、 下 辺 左
端 部 と 、 下 辺 右 端 部 と の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ 、 こ の 裾 下 の 係 止 部 に 係 合 す る 上 部 の 係 止 部
が 布 状 シ ー ト の 上 半 分 に 設 け ら れ 、 左 辺 と 右 辺 の 捲 り 上 げ た 裾 を 係 止 で き る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 検 診 用 ケ ー プ を 提 供 せ ん と す る も の で あ る 。
　 本 願 の 請 求 項 ２ に 係 る 考 案 は 、 上 部 の 係 止 部 が 、 着 用 時 左 肩 に 位 置 す る 左 上 部 係 止 部 と
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、 右 肩 に 位 置 す る 右 上 部 係 止 部 と 、 背 中 に 位 置 す る 背 上 部 係 止 部 と の 少 な く と も ３ カ 所 の
係 止 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 検 診 用 ケ ー プ を 提 供 す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 考 案 は 、 裾 下 の 係 止 部 が 、 下 辺 左 端 部 と 、 下 辺 右 端 部 と の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ 、 こ
の 裾 下 の 首 周 り の 係 止 部 同 士 を 係 止 す る こ と に よ っ て 、 着 用 者 の 首 周 り に 上 辺 が 回 さ れ た
状 態 で 着 用 さ れ る も の で あ り 係 止 部 に 係 合 す る 上 部 の 係 止 部 が 布 状 シ ー ト の 上 半 分 に 設 け
ら れ 、 左 辺 と 右 辺 の 捲 り 上 げ た 裾 を 首 周 り に 係 止 で き る よ う に し た も の で あ る た め 、 布 状
シ ー ト の 左 部 分 と 、 右 部 分 と を 別 々 に 上 に 捲 り 上 げ る こ と が で き 、 し か も 、 こ の 捲 り 上 げ
た 状 態 で 係 止 で き る た め 、 最 小 の 露 出 で マ ン モ グ ラ フ ィ 検 査 を 受 け る こ と が き 、 且 つ 、 ま
く り 上 げ た 部 分 が 検 査 中 に ず れ て り 落 ち た り す る こ と も な く 、 円 滑 な 検 査 が 可 能 で あ る 。
特 に 、 上 部 の 係 止 部 が 、 上 辺 寄 り の 左 と 右 と 後 中 央 と の 少 な く と も ３ カ 所 に 設 け る こ と に
よ っ て 、 捲 く り 上 げ る 大 き さ を 変 更 す る こ と が で き る と 共 に 、 個 人 の 体 型 差 に も 柔 軟 に 対
応 す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 本 願 考 案 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 願 考 案 の 実 施 の 形 態 に 係 る 検 診 用 ケ ー プ の 展 開 図 で あ り 、 図 ２ は 同 着 用 状 態 の
正 面 図 、 図 ３ は 同 着 用 状 態 で あ っ て 左 前 身 頃 を 捲 り 上 げ た 状 態 の 正 面 図 、 図 ４ は 同 着 用 状
態 で あ っ て 左 前 身 頃 を 肩 ま で 捲 り 上 げ た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の ケ ー プ は 、 着 用 者 ｔ の 首 の 周 り に 回 さ れ る 上 辺 ２ と 、 着 用 者 ｔ の 胴 の 周 り に 回 さ れ
る 下 辺 ３ と 、 上 辺 ２ の 左 端 と 下 辺 ３ の 左 端 と を 結 ぶ 左 辺 ４ と 、 上 辺 ２ の 右 端 と 下 辺 ３ の 右
端 と を 結 ぶ 右 辺 ５ と に よ っ て 規 定 さ れ る 布 状 シ ー ト １ を 備 え る 。
　 こ こ で 、 上 下 と は 着 用 状 態 を 基 準 と し て の 上 下 で あ り 、 左 右 と は 着 用 状 態 の 着 用 者 自 身
の 左 右 を 基 準 と し て の 左 右 を 言 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 布 状 シ ー ト １ は 、 布 と 同 等 の 柔 軟 性 を 有 す る シ ー ト を 意 味 す る も の で あ り 、 織 地 、
編 地 、 不 織 布 、 柔 軟 な 合 成 樹 脂 シ ー ト 、 紙 、 こ れ ら 素 材 の 適 宜 複 合 積 層 材 な ど 、 着 用 者 の
体 に 沿 う 柔 軟 性 を 有 す る も の で あ れ ば 適 宜 選 択 し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た こ の 布 状 シ ー ト １ は 、 １ 枚 の シ ー ト で 構 成 さ れ る 必 要 は な く 、 図 １ の よ う に 、 ４ 枚
の 扇 形 の 小 シ ー ト １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ を 互 い に 縫 製 等 に て 接 合 し て 、 全 体 と し て １ 枚
の シ ー ト を 構 成 す る も の で あ れ ば よ い 。 ま た 、 首 回 り を 別 の 連 続 し た シ ー ト １ ５ と し て お
く こ と も で き 、 ２ 重 の 生 地 な ど を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 布 状 シ ー ト １ の 展 開 し た 全 体 形 状 は 、 図 １ の 半 円 形 状 な ど の 扇 形 の 他 、 長 方 形 な ど の 矩
形 、 ３ 角 形 を 複 数 個 組 み 合 わ せ た 形 状 な ど 、 人 の 首 回 り か ら 胴 部 ま で の 間 を 覆 う 事 が 出 来
る 形 状 で あ れ ば 適 宜 変 更 し て 実 施 し 得 る 。 こ こ で 、 胴 部 と は 、 乳 房 の 下 端 位 置 か ら 股 下 ま
で の 範 囲 を 意 味 す る 。 よ っ て 、 着 用 時 に 下 辺 ３ は こ 乳 房 の 下 端 位 置 か ら 股 下 ま で の 範 囲 に
位 置 し て 、 布 状 シ ー ト １ に よ っ て 乳 房 を 覆 う こ と が で き る も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 左 辺
４ 及 び 右 辺 ５ の 上 下 長 さ は 、 ３ ０ ～ ６ ０ cm程 度 が 適 当 で あ る 。 上 辺 ２ は 、 首 に 沿 い 易 い よ
う に 曲 線 と し て お く こ と が 望 ま し い が 、 直 線 で あ っ て も よ い 。 同 様 に 、 下 辺 ３ 、 右 辺 ４ 、
左 辺 ５ も 直 線 曲 線 の 別 は 問 わ ず 、 各 辺 の 角 部 分 は ア ー ル と し て 湾 曲 し た 柔 ら か い 感 じ を 与
え る も の で あ る こ と も 好 ま し い 。 ま た 、 端 辺 を テ ー プ で か が る な ど 、 服 飾 デ ザ イ ン 上 の 適
宜 装 飾 を 施 し て お く こ と も 自 由 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 辺 ２ の 左 端 部 と 、 上 辺 ２ の 右 端 部 に は 、 首 周 り の 係 止 部 ６ １ 、 ６ ２ が 設 け ら れ て い る
。 こ こ で 、 上 辺 ２ の 左 端 部 と 、 上 辺 ２ の 右 端 部 と は 、 幾 何 学 的 な 意 味 で 辺 の 上 に 位 置 す る
も の に 限 る も の で は な く 、 ケ ー プ の 左 右 の 上 部 同 士 を 接 続 で き て 、 こ の 係 止 に よ っ て 着 用
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者 の 首 周 り に 上 辺 が 回 さ れ た 状 態 で 着 用 さ れ 得 る も の で あ れ ば よ い 。 具 体 的 に は 、 シ ー ト
の 端 縁 か ら 約 １ ０ cmの 範 囲 内 で あ れ ば よ い 。 こ の 首 周 り の 係 止 部 ６ １ 、 ６ ２ に は 、 凹 凸 嵌
合 の ホ ッ ク 、 面 フ ァ ス ナ 、 ボ タ ン と ボ タ ン ホ ー ル 、 結 び 紐 な ど 、 種 々 の 衣 服 用 の 適 宜 係 止
手 段 を 採 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 下 辺 ３ 寄 り に は 、 裾 下 の 係 止 部 ６ ３ 、 ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 下 辺
３ の 左 端 部 係 止 部 ６ ３ と 、 右 端 部 係 止 部 ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で も 、 幾 何 学 的 な 意
味 で は な く 、 シ ー ト の 端 縁 か ら 約 １ ０ cmの 範 囲 内 に 設 け ら れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 裾 下 の 係 止 部 ６ ３ 、 ６ ４ に 係 合 す る 上 部 の 係 止 部 ６ ５ 、 ６ ６ 、 ６ ７ が 布 状 シ ー ト
１ の 上 半 分 に 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 上 半 分 と は 着 用 時 に 着 丈 の 約 半 分 よ り 上 方 の 位 置
に 位 置 す る 部 分 で あ り 、 望 ま し く は 、 肩 付 近 （ 上 胸 か ら 後 肩 ま で の 間 ） で あ る 。
　 具 体 的 に は 、 着 用 時 に 、 左 肩 付 近 に 位 置 す る 左 上 部 係 止 部 ６ ５ と 、 右 肩 付 近 に 位 置 す る
右 上 部 係 止 部 ６ ６ と 、 背 中 に 位 置 す る 背 上 部 係 止 部 ６ ７ と の ３ カ 所 の 係 止 部 が 設 け ら れ て
い る 。 左 と 右 の 上 部 係 止 部 ６ ３ 、 ６ ５ は 、 肩 先 付 近 に 対 応 す る 位 置 に 設 け る の が 最 も 望 ま
し く 、 ま た 、 背 上 部 係 止 部 ６ ７ は 肩 甲 骨 の 間 ぐ ら い の 位 置 に 設 け る の が 望 ま し い が 、 こ れ
に 限 る も の で は な い 。 こ の 左 上 部 係 止 部 ６ ５ に は 、 左 端 部 係 止 部 ６ ３ が 係 止 さ れ 、 右 上 部
係 止 部 ６ ６ に は 右 端 部 係 止 部 ６ ４ が 係 止 せ れ る 。 背 上 部 係 止 部 ６ ７ に は 、 左 端 部 係 止 部 ６
３ と 右 端 部 係 止 部 ６ ４ と の 双 方 が 交 互 に 係 止 さ れ る 。
　 マ ン モ グ ラ フ ィ 検 査 で は 、 左 右 の 乳 房 が 交 互 に 検 査 さ れ る た め 、 露 出 さ せ る 乳 房 も 左 右
交 互 で 足 り 、 左 右 の 前 身 頃 が 交 互 に 捲 り 上 げ ら れ れ ば よ い 。 よ っ て 、 背 中 １ 箇 所 の 背 上 部
係 止 部 ６ ７ に よ っ て 、 左 端 部 係 止 部 ６ ３ と 右 端 部 係 止 部 ６ ４ と の 双 方 が 交 互 に 係 止 さ れ る
も の で あ れ ば 足 り る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 図 ２ ～ 図 ４ に よ っ て 、 そ の 着 用 状 態 を 説 明 す る 。
　 ま ず 図 ２ に 示 す よ う に 、 身 頃 を 捲 く り 上 げ て い な い 状 態 で は 、 通 常 の ケ ー プ と 同 様 、 首
周 り の 係 止 部 ６ １ 、 ６ ２ が 係 止 さ れ 、 着 用 者 の 首 周 り に 上 辺 ２ が 回 さ れ た 状 態 で 着 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 左 身 頃 が 捲 り 上 げ ら れ 、 左 端 部 係 止 部 ６ ３ と 左 上 部 係 止 部 ６ ５ と が 係 止 さ れ た
状 態 を 示 し た も の で 、 こ れ に よ っ て 、 乳 房 付 近 が 露 出 し た 状 態 に 左 身 頃 を 止 め て お く こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 左 身 頃 が 大 き く 捲 り 上 げ ら れ 、 左 端 部 係 止 部 ６ ３ と 背 上 部 係 止 部 ６ ７ と が 係 止
さ れ た 状 態 を 示 し た も の で 、 こ れ に よ っ て 、 肩 付 近 ま で 露 出 し た 状 態 に 左 身 頃 を 止 め て お
く こ と が で き る 。
　 以 上 の よ う に こ の 実 施 の 形 態 で は 、 係 止 位 置 を 変 更 し て 着 用 す る こ と に よ っ て 、 露 出 の
程 度 を 変 更 で き る 。 ま た 、 個 人 の 体 型 差 を こ の 係 止 位 置 の 変 更 に よ っ て カ バ ー す る こ と も
で き る 。 ま た 、 例 え ば 、 テ ー プ 状 の 面 フ ァ ス ナ を 用 い る こ と に よ っ て 、 自 由 に 係 止 位 置 を
変 更 す る こ と が で き る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 願 考 案 の 実 施 の 形 態 に 係 る 検 診 用 ケ ー プ の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 着 用 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 着 用 状 態 で あ っ て 左 前 身 頃 を 捲 り 上 げ た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 着 用 状 態 で あ っ て 左 前 身 頃 を 肩 ま で 捲 り 上 げ た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ 　 　 布 状 シ ー ト
２ 　 　 上 辺
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３ 　 　 下 辺
４ 　 　 左 辺
５ 　 　 右 辺
６ １ 　 首 周 り の 係 止 部
６ ２ 　 首 周 り の 係 止 部
６ ３ 　 裾 下 の 係 止 部 （ 左 端 部 係 止 部 ）
６ ４ 　 裾 下 の 係 止 部 （ 右 端 部 係 止 部 ）
６ ５ 　 左 上 部 係 止 部
６ ６ 　 右 上 部 係 止 部
６ ７ 　 背 上 部 係 止 部 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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